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森
田
　
敏
男

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、

輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
迎
え

ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
、
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
、
皆
様
方
の
ご
支
援

に
よ
り
、
議
会
活
動
に
専
念
し
、

行
政
発
展
に
微
力
を
尽
く
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
町
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
イ

ン
タ
ー
南
側
開
発
事
業
、
農
地
集

積
事
業
、
人
口
減
少
対
策
事
業
な

ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
二
元
代

表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会
の
役
割

と
責
任
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
議
会
と
し
て
も
、
町
行
政
へ

の
監
視
機
能
や
政
策
提
言
機
能
の

充
実
強
化
と
と
も
に
、
更
な
る
議

会
改
革
の
取
り
組
み
を
進
め
、
町

民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て

い
け
る
よ
う
に
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
年
は
改
元
の
年
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
皆
様
に
と
っ
て
希
望
の

元
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
要
望
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
、
議
会
全
員
で
努
力
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

本
年
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
に
と
り
ま

し
て
実
り
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

新年のごあいさつ

新
年
の
御
挨
拶

松原議員 小峯議員 栗岩議員 菊地議員 遠山議員 稲村議員

石川議員 小高議員 飯野議員 爲水副議長 森田議長 山田議員 新井議員 道祖土議員



耐
久
性
向
上
を
行
う
ごみ

処理
施設

かわみんタクシー

月議会の目
玉議案

　

埼
玉
県
で
は
、
県
産
農
産
物
の
競
争
力
強
化
を
図

る
た
め
、
食
品
会
社
や
医
薬
品
会
社
等
の
要
望
に
応

え
、
作
物
を
生
産
す
る
際
に
必
要
な
設
備
の
導
入
を

支
援
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
町

内
の
農
家
が
生
産
し
た
在
来
大
豆
を
、
町
内
の
醤
油

会
社
に
供
給
す
る
計
画
が
あ
り
、
同
事
業
を
活
用
し

た
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
県
の
補
助
金
を
受
け
る
た

め
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

川
島
町
は
、
平
成
27
年
12
月
１
日
よ
り
埼
玉
中
部

資
源
循
環
組
合
に
加
入
し
て
お
り
ま
す
。
埼
玉
中
部

資
源
循
環
組
合
は
２
市
６
町
１
村
か
ら
な
る
ご
み
処

理
を
目
的
と
し
た
一
部
事
務
組
合
で
す
。
現
在
、
大

型
の
新
ご
み
処
理
施
設
が
、
平
成
34
年
の
稼
働
を
目

指
し
計
画
中
で
す
。
今
回
の
補
正
で
は
、
町
の
ご
み

処
理
施
設
の
延
命
の
た
め
の
修
繕
費
が
追
加
さ
れ
ま

し
た
。

12
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高付加価値型産
地づ
くり

支
援
事
業

１２月議会の目玉議案



着実に進む町の水害対策

総務経済建設常任委員会

臨時職員の人数と内訳は。

臨時職員の追加については、
当初予定していなかった育児
休業等の職員の補填であり、
５人分で約５９０日を見込み
４２１万３千円となります。

問

答

保健センターのトイレはどの
ように改修する予定なのか。

保健センターのトイレ改修に
ついては、１階及び２階のそ
れぞれのトイレ全てを洋式に
する予定です。

問

答

高付加価値型産地づくり支援
事業補助金を活用した大豆の
作付について、どのくらいの
面積、収量を予定しているか。

作付面積２ヘクタールで、収
量は１トンを予定しています。

問

答

臨時職員の賃金 保健センタートイレ改修 高付加価値型産地づくり

地質調査業務委託の内容は。

飯島６号雨水幹線については、
延長が長いことから、最上流
部と中間点の地質調査を行い、
より確かな構造計算をするも
のです。

問

答

付帯工事の内容は。

幹線本体工事において、発進
立杭の位置を上流部にずらし
て施工することとなったため、
付帯工事の施工部分が増え土
止めの新設や地盤改良等を行
うものです。

水害に対する河川改修は市街
化地域以外の地域についても
検討していただきたい。

雨水対策に係る課題を少しず
つ解消していきたい。雨水幹
線についても市街化区域だけ
ではなく全体として整備して
いかなくてはならないと考え
ています。

問

答

問

答

飯島６号雨水幹線 飯島３号雨水幹線 水害対策

　

本
町
は
周
囲
を
河
川
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

堤
防
が
決
壊
し
た
と
き
は
、
町
の
大
部
分

が
浸
水
し
、
大
き
な
被
害
を
生
じ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
水

害
に
対
す
る
予
防
は
特

に
重
要
で
あ
る
と
さ
れ

て
お
り
、
少
し
ず
つ
着

実
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
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ゴミ処理施設の未来は
　

町
で
は
、
ご
み
の
排
出
量
が
多
い
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
減

量
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

５
Ｒ（
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ

デ
ュ
ー
ス
・
リ
ペ
ア
・
リ
ヒ
ュ
ー
ズ
）
ま

で
取
り
組
め
れ
ば
、
ご
み
の
減
量
の
可
能

性
は
も
っ
と
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

小
さ
な
こ
と
の
積
み
重
ね
が
、
施
設
の

耐
用
年
数
を
伸
ば
し
ま
す
。

ごみ処理施設を修繕した場合
の耐用年数は。

焼却炉設備と電気系統等さま
ざまですが、概ね５年から
10 年と考えています。

問

答

桶川市のごみ処理の受け入れ
は、どのくらいで、いつまでか。

31 年 4 月より、組合が稼働
するまでの間、１日あたりパッ
カー車 4 台分の受け入れをし
ます。

問

答

防犯灯設置工事費の追加内容
と設置基数と設置場所は。

防犯灯設置工事費の単価がこ
れまでより増額したことと、
新たに９基設置するための追
加です。場所は中山、三保谷、
八ツ保、小見野です。

問

答

町のごみ処理施設 ごみの受け入れ 防犯灯

川島中学校の松とヒマラヤ杉
は、どのように伐採するのか。

根本から伐採する方法です。
近隣住民と川島中学校で調整
しました。

問

答

就園奨励費補助金の対象人数
は。幼児教育無償化と関連す
るのか。

就園奨励費の国庫補助対象人
数は、221名中 198名です。
23名が補助対象外です。来年
10月からの幼児教育無償化は
国から通知が正式提示されて
いませんが、今回の補正予算
との関連はありません。

給食費の追加の内容は。また、
繰越ができる許容範囲は。

小学校の児童は 845人で変更
なしで、職員等が 15人増。
中学校は506人で8人減。職
員関係は 59人で２人増です。
繰越金は40万円程度までと考
えています。

問

答

問

答

松の木の伐採 幼稚園 学校給食

文教厚生常任委員会

①Recycle：リサイクル

　（資源として再生利用すること）

②Reuse：リユース

　（ものを繰り返し使うこと）

③Reduce：リデュース

　（ごみを発生させないこと）

④Repair：リペア

　（ものを修理して使うこと）

⑤Refuse：リフューズ

　（ごみになるものを貰わないこと）

5R ５Ｒってなに？
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（※

議
員
名
は
、
議
席
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。）

松
原
　
謙
司

稲
村
美
代
子

小
峯
　
松
治

遠
山
　
　
尚

新
井
　
悦
子

栗
岩
　
輝
治

爲
水
　
順
二

飯
野
　
徹
也

森
田
　
敏
男

菊
地
　
敏
昭

山
田
　
敏
夫

道
祖
土
　
証

石
川
　
征
郎

小
高
　
春
雄

上 程 さ れ た 議 案

議 員 氏 名

※「○」は賛成、「×」は反対を表しています。また、「―」は議長もしくは退席のため表決しておりません。

各 議 員 の 賛 否

結
　
　
　
果

条例の一部改正

川島町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関

する条例の一部改正

町長等の給与等に関する条例の一部改正

川島町一般職員の給与に関する条例の一部改正

川島町税条例の一部改正

平成３０年度 補正予算

川島町一般会計補正予算（第３号）

川島町下水道事業特別会計補正予算（第２号）

川島町水道事業会計補正予算（第２号）

川島町一般会計補正予算（第４号）

川島町学校給食費特別会計補正予算（第１号）

川島町下水道事業特別会計補正予算（第３号）

町道路線の廃止

町道路線の廃止について（町道３２０２号線）

町道路線の廃止について（町道５２０１号線）

町道路線の廃止について（町道５３４１号線外４

路線）

町道路線の廃止について（町道５４２２号線外１

路線）

町道路線の認定

町道路線の認定について（町道１５６４号線）

町道路線の認定について（町道３５６６号線）

町道路線の認定について（町道５７８１号線外１

路線）

町道路線の認定について（町道５７８３号線外１

路線）

人事に関すること

固定資産評価審査委員会委員の選任について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

人権擁護委員の推薦について（諮問）

議員提出議案

国民健康保険に対する国庫負担の拡充を求める意

見書の提出について

消費税の１０％への増税中止を求める意見書の提

出について

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同意 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

同意 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

承認 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

否決 ○ ○ × × × 〇 × × × × ○ × × ―

否決 ○ ○ × × × 〇 × × × × ○ × × ―

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―



いっぱん質問
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町の考えを問う
町政一般質問要旨 ３月１３日、１４日に一般質問が行われました。

町の考えを問う
町政一般質問要旨 12 月 6 日、7 日に一般質問が行われました。

※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。
※一般質問の内容は各質問議員によって編集されています。

栗
岩
　
輝
治
　
議
員

小
峯
　
松
治
　
議
員

新
井
　
悦
子
　
議
員

菊
地
　
敏
昭
　
議
員

栗
岩
　
輝
治
　
議
員

栗
岩
　
輝
治
　
議
員

稲
村
　
美
代
子
　
議
員

稲
村
　
美
代
子
　
議
員

小
峯
　
松
治
　
議
員

飯
野
　
徹
也
　
議
員

飯
野
　
徹
也
　
議
員

松
原
　
謙
司
　
議
員

松
原
　
謙
司
　
議
員

新
井
　
悦
子
　
議
員

菊
地
　
敏
昭
　
議
員

問　

今
年
の
夏
の
暑
さ
は
、
異
常

だ
っ
た
。
町
内
の
各
学
校
長
か
ら
意

見
を
伺
っ
た
が
、
何
れ
も
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
は
賛
同
意
見
だ
っ
た
。

　

一
般
町
民
も
、
放
課
後
や
土
日
に

体
育
館
を
利
用
し
て
い
る
。
又
、
避

難
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
エ
ア

コ
ン
の
設
置
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　

予
算
の
関
係
も
あ
り
、
今
の
所

エ
ア
コ
ン
の
設
置
の
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
、実
態
を
把
握
し
た
上
で
、

調
査
・
研
究
し
て
行
き
ま
す
。

　

理
科
室
・
音
楽
室
・
図
工
室
等
の

特
別
教
室
の
設
置
を
優
先
し
た
い
。

問　

西
中
の
体
育
館
内
の
音
響
設
備

の
改
善
は
ど
う
か
。

答　

予
算
面
で
、
優
先
順
位
を
つ
け

た
中
で
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

問　

つ
ば
さ
南
小
の
学
童
保
育
所
が
、

入
札
不
調
と
の
事
だ
が
、
来
年
４
月

開
設
は
間
に
合
う
の
か
。

答　

11
月
27
日
、
㈱
森
田
建
設
と
契

約
が
成
立
し
、
来
年
４
月
開
設
に
間

に
合
わ
せ
ま
す
。

問　

学
童
入
所
地
区
住
民
へ
の
周

知
・
支
援
員
の
求
人
・
周
囲
の
安
全

対
策
は
ど
う
か
。

答　

つ
ば
さ
南
小
の
保
護
者
へ
の
周

知
・
町
の
広
報
等
を
行
い
ま
す
。

　

支
援
員
の
募
集
も
広
報
等
で
周
知

し
て
参
り
ま
す
。

　

保
育
所
周
囲
の
安
全
対
策
は
、
充

分
に
対
応
し
て
行
き
ま
す
。

問　

埼
玉
県
の
最
低
賃
金
の
時
給
が

27
円
ア
ッ
プ
し
た
。
町
の
臨
時
職
員

の
時
給
ア
ッ
プ
の
考
え
は
無
い
か
。

答　

当
町
の
臨
時
職
員
の
時
給
９
１

０
円
は
、
他
の
自
治
体
と
比
べ
て
遜

色
が
無
い
。
時
給
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

は
調
査
中
で
す
。

学
校
の
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン

設
置
の
考
え
は
。

優
先
順
位
を
踏
ま
え
て
対
応

し
て
行
き
ま
す
。

１ 

福
祉
総
合
相
談
窓
口
開
設
に
つ
い
て

２ 

学
校
施
設
の
体
育
館
の
空
調
設
備
に
つ
い
て

３ 

川
島
町
つ
ば
さ
南
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
仮
称
）

　

 

に
つ
い
て

４ 

障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

５ 

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
に
つ
い
て

６ 

臨
時
職
員
の
時
給
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

１ 

可
燃
ご
み
20
％
減
量
計
画
に
つ
い
て

２ 

企
業
立
地
・
移
住
総
合
相
談
窓
口
と
移
住
制
度
に

　
 

つ
い
て

１ 

か
わ
み
ん
タ
ク
シ
ー
の
充
実
等
に
つ
い
て

２ 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

１ 

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
つ
い
て

２ 

工
業
用
地
の
拡
大
に
つ
い
て

石
川
　
征
郎
　
議
員

石
川
　
征
郎
　
議
員

１ 

教
育
長
の
抱
負
に
つ
い
て

２ 

公
共
事
業
の
施
工
時
期
の
平
準
化
・
適
正
工
期
に

　

 

つ
い
て

３ 

風
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

１ 

町
政
２
期
目
の
決
意
と
具
体
的
な
重
点
施
策
に
つ

   

い
て

２ 

越
辺
川
、
入
間
川
流
域
の
河
川
敷
の
樹
木
等
の
管

   

理
に
つ
い
て

１ 

平
成
の
森
公
園
と
そ
の
周
辺
環
境
に
つ
い
て

２ 

消
防
水
利
に
つ
い
て

３ 

町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

１ 
健
康
増
進
に
つ
い
て

２ 
災
害
発
生
時
の
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

３ 

農
業
研
修
生
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

西中学校体育館
く り い わ じて るく り い わ じて る

栗 岩　　輝 治栗 岩　　輝 治
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いっぱん質問

避
難
所
の
開
設
や
運
営
の
流
れ
は
。

避
難
所
自
身
に
よ
る
自
主
組
織
で

運
営
。

訓練により防災意識の向上を

（
健
康
増
進
に
つ
い
て
）

問　

特
定
健
診
の
受
診
率
の
推
移
は
。

答　

平
成
25
年
度
43
・
６
％
、
29
年

度
49
％
で
、
毎
年
増
え
て
い
ま
す
。

問　

健
幸
筋
力
ア
ッ
プ
教
室
の
内
容

は
。

答　

個
別
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
し
、
有
酸
素
運
動
を
実
施
。
個
人

の
成
果
は
パ
ソ
コ
ン
等
で
見
え
る
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。
運
動
指
導
士
が

個
々
に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。

（
災
害
発
生
時
の
避
難
所
運
営
に
つ

い
て
）

問　

避
難
所
の
開
設
や
運
営
の
流
れ

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答　

避
難
者
自
身
に
よ
る
自
主
組
織

で
構
成
さ
れ
た
運
営
組
織
に
よ
り
、

避
難
者
が
避
難
所
を
運
営
し
ま
す
。

問　

避
難
所
開
設
、
運
営
の
訓
練
は
。

答　

防
災
訓
練
の
中
で
避
難
所
開
設

訓
練
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は

Ｈ
Ｕ
Ｇ
訓
練
の
実
施
を
検
討
し
ま
す
。

問　

Ｈ
Ｕ
Ｇ
訓
練
と
は
。

答　

避
難
者
の
年
齢
、
性
別
、
国
籍

や
個
人
の
抱
え
る
事
情
が
書
か
れ
た

カ
ー
ド
を
、
避
難
所
に
見
立
て
た
平

面
図
に
適
切
に
配
置
で
き
る
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
に
ど
う
対
応
し
て

い
く
か
擬
似
体
験
す
る
ゲ
ー
ム
で
す
。

（
農
業
研
修
生
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
）

問　

研
修
希
望
者
と
受
け
入
れ
た
い

農
家
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
体
制
は
。

答　

地
域
指
導
農
家
や
農
業
委
員
に
、

研
修
受
け
入
れ
可
能
な
農
家
が
い
な

い
か
情
報
提
供
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

問　

外
国
人
技
能
実
習
生
の
状
況
は
。

答　

受
け
入
れ
農
家
数
は
２
戸
で
、

人
数
は
２
人
で
す
。　

(

可
燃
ご
み
20
％
減
量
計
画
）

問　

平
成
28
年
度
の
ご
み
処
理
経
費

は
約
３
億
円
、
町
民
１
人
当
た
り
約

１
万
４
千
円
で
す
が
、
平
成
30
年
12

月
現
在
は
。

答　

ま
だ
年
度
途
中
で
あ
り
、
単
純

に
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
ご
み
処

理
経
費
は
約
３
億
２
千
万
円
、
町
民

１
人
当
た
り
約
１
万
５
千
円
で
す
。

問　
「
ご
み
減
量
化
説
明
会
」
が
本

年
９
月
で
終
了
し
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
説
明
会
の
回
数
、
参
加
人
数
、

住
民
か
ら
出
た
主
な
意
見
は
。

答　

49
会
場
で
１
４
０
２
人
で
す
。

主
な
意
見
は
プ
ラ
製
や
紙
製
容
器
の

出
し
方
、
ご
み
袋
の
有
料
化
等
で
す
。

問　

本
年
８
月
21
日
に
町
長
よ
り

「
事
業
系
一
般
廃
棄
物
処
分
手
数
料

の
見
直
し
に
つ
い
て
」
と
い
う
諮
問

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

平
成
27
年
度
か
ら
ご
み
の
手
数

料
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
、
環
境
セ
ン
タ
ー
に
搬

入
さ
れ
る
事
業
系
ご
み
70
キ
ロ
ま
で

無
料
を
有
料
化
し
、
料
金
の
改
定
を

行
う
も
の
で
す
。
審
議
会
の
答
申
、

例
規
審
査
会
、
議
会
の
承
認
等
を
経

て
、
２
０
１
９
年
10
月
か
ら
施
行
の

予
定
で
す
。

（
企
業
立
地
・
移
住
総
合
相
談
窓
口

と
移
住
制
度
）　

問　

本
年
９
月
か
ら
企
業
立
地
や
移

住
等
の
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
応

じ
る
窓
口
が
農
政
産
業
課
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

答　

企
業
立
地
や
移
住
の
場
合
、

様
々
な
課
が
関
係
し
て
く
る
の
で
、

窓
口
で
一
括
し
て
相
談
を
受
け
、
相

談
者
の
利
便
を
は
か
る
も
の
で
す
。

事
業
系
一
般
廃
棄
物
処
分
手
数
料

の
見
直
し
は
。

２
０
１
９
年
１０
月
か
ら
施
行
予
定
。

町民ぐるみでごみ減量化を い な む ら こみ よい な む ら こみ よ

稲村　　美代子稲村　　美代子

ま つ じけ んま つ ば ら じけ んま つ ば ら じけ ん

松 原　　謙 司松 原　　謙 司
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（
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
つ
い
て
）

問　

中
山
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
く
、
整
備
を

早
急
に
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
伺
い
ま
す
。

答　

平
成
13
年
に
集
水
ま
す
の
布
設

と
土
壌
改
良
等
を
実
施
し
た
が
、
過

去
の
実
績
を
踏
ま
え
ま
す
と
、
暗
渠

排
水
の
改
修
が
教
育
委
員
会
と
し
て

も
必
要
で
あ
り
ま
す
。
教
育
環
境
の

充
実
や
、
安
全
・
安
心
な
学
校
生
活

が
出
来
る
為
に
、
排
水
機
能
が
低
下

を
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
利
用
し
に
く

く
な
っ
て
い
る
現
状
と
、
小
学
校
は

地
域
の
皆
さ
ん
に
も
学
校
開
放
の
観

点
か
ら
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
子

ど
も
が
利
用
す
る
こ
と
を
基
準
に
、

設
置
者
と
し
て
、
学
校
教
育
に
支
障

が
生
じ
な
い
よ
う
、
一
つ
の
方
向
性

を
出
し
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

（
工
業
用
地
の
拡
大
に
つ
い
て
）

問　

町
の
工
業
用
地
に
関
す
る
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
は
高
く
、
企
業
活
動
の
活

発
化
に
よ
る
用
地
不
足
が
生
じ
て
お

り
、
戸
守
地
区
の
工
業
用
地
の
拡
大

は
必
須
な
事
と
思
わ
れ
ま
す
が
町
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　

戸
守
地
区
の
西
の
東
松
山
地
内

に
、
大
型
商
業
施
設
、
ま
た
４
０
７

号
線
の
バ
イ
パ
ス
も
整
備
が
進
み
、

非
常
に
交
通
ア
ク
セ
ス
も
良
好
な
事

は
、
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
町
は
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
南
側
開
発
を
最

重
要
政
策
と
し
て
進
め
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
も
、
積
極
的
な
企
業
誘
致
は
、

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

自
主
財
源
を
確
保
の
為
、
法
人
税
や

固
定
資
産
税
の
増
加
、
ま
た
雇
用
の

創
出
と
な
る
働
く
場
所
の
確
保
が
図

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。整備が待たれる中山小学校の校庭

中
山
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

に
つ
い
て
。

学
校
教
育
に
支
障
が
な
い
よ
う
に

対
応
し
て
参
り
ま
す
。

問　

本
町
も
高
齢
化
率
31
・
６
％
（
平

成
29
年
度
）
と
上
昇
傾
向
に
あ
り
、

高
齢
者
の
い
る
世
帯
も
50
％
以
上
と

高
い
。
高
齢
者
の
足
の
確
保
と
し
て

か
わ
み
ん
タ
ク
シ
ー
は
、
利
用
者
が

上
昇
し
て
お
り
成
功
例
と
思
わ
れ
る
。

現
状
と
課
題
は
。

答　

登
録
者
数
は
、
11
月
末
現
在
で

２
２
７
５
人
。
１
日
の
平
均
利
用
者

は
45
人
。
運
行
台
数
は
５
台
。
町
負

担
は
、
年
間
１
５
０
０
万
円
程
度
と

見
込
ま
れ
ま
す
。
課
題
は
、
町
負
担

の
増
加
で
す
が
、
運
行
内
容
を
逐
次

検
討
し
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
と

な
る
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

問　

財
政
負
担
が
大
き
い
と
の
事
情

も
理
解
で
き
ま
す
が
、
更
な
る
充
実

を
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。
病
院
を
北

里
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
、
東
松
山

医
師
会
病
院
、
東
松
山
病
院
な
ど
の

追
加
、
ま
た
駅
ま
で
行
っ
て
欲
し
い

と
の
声
も
あ
る
が
可
能
な
の
か
。

答　

そ
の
よ
う
な
声
も
聞
い
て
お
り

ま
す
が
、
レ
セ
プ
ト
件
数
の
多
い
順

で
４
つ
の
病
院
を
決
め
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
駅
へ
の
乗
り
入
れ
は
、

バ
ス
と
の
関
係
も
あ
り
少
し
我
慢
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
今
後
も
拡
充
に

つ
い
て
は
、
皆
様
の
意
見
を
踏
ま
え
、

ま
た
財
政
負
担
も
考
え
、
地
域
公
共

交
通
会
議
で
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

問　

タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
閲
覧
回
数
は
上

昇
し
良
好
だ
が
、
他
市
等
へ
出
向
い

て
の
魅
力
発
信
の
今
後
は
。

答　

継
続
し
て
行
く
こ
と
で
効
果
が

現
れ
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
町
外･

県
外
の
イ
ベ
ン
ト

等
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
ま
ち
の

Ｐ
Ｒ
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

好評のかわみんタクシー

か
わ
み
ん
タ
ク
シ
ー
の
更
な
る

充
実
を
。

皆
様
の
意
見
を
踏
ま
え
、
検
討

し
て
行
く
。

こ み ね じま つこ み ね じま つ

小　峯　　松　治小　峯　　松　治
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（
町
政
２
期
目
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
）

　
　

９
月
議
会
の
一
般
質
問
で
、
町

長
は
２
期
目
に
挑
戦
す
る
決
意
を
明

ら
か
に
し
た
が
、
具
体
的
な
施
策
に

つ
い
て
伺
う
。

１
、
20
年
30
年
先
を
見
据
え
た
政
策

２
、
１
期
目
か
ら
の
重
点
政
策

３
、
新
た
な
る
挑
戦

答　

Ｌ
Ｒ
Ｔ
次
世
代
型
路
面
電
車
の

導
入
推
進
、
県
道
川
越
栗
橋
線
バ
イ

パ
ス
建
設
推
進
等
は
、
夢
の
よ
う
な

話
だ
が
ひ
と
つ
ず
つ
し
っ
か
り
と
前

に
進
め
て
い
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
南

側
開
発
や
、
人
口
減
少
対
策
に
つ
い

て
、
次
の
４
年
間
で
目
鼻
が
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
今
の

時
代
は
Ｉ
Ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
等
の
進
展
に

よ
る
第
４
次
産
業
革
命
、
デ
ジ
タ
ル

エ
コ
ノ
ミ
ー
の
潮
流
に
な
っ
て
お

り
、
大
き
く
変
化
す
る
時
代
の
中
で

町
が
な
す
べ
き
こ
と
は
何
か
、
何
が

で
き
る
か
を
し
っ
か
り
と
考
え
、
施

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
入
間
川
流
域
河
川
敷
の
樹
木
管
理
）

問　

入
間
川
流
域
の
河
川
敷
で
は
、

近
年
樹
木
や
竹
が
繁
茂
し
て
森
や
竹

林
が
各
所
に
見
ら
れ
る
。
増
水
時
の
流

下
障
害
と
な
る
の
で
は
と
感
じ
る

が
、
国
、
町
は
ど
の
様
に
考
え
て
い

る
の
か
。

答　

国
管
理
区
間
の
河
川
敷
の
樹
木

管
理
は
荒
川
上
流
事
務
所
が
河
川
巡

視
な
ど
で
状
況
を
把
握
、
流
下
障
害

と
な
っ
て
い
る
と
判
断
し
た
時
は
、

調
査
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
町
と
し

て
も
状
況
が
確
認
さ
れ
次
第
、
国
へ

の
情
報
提
供
、
対
応
調
整
を
し
ま
す
。

問　

町
は
、
現
状
が
問
題
な
い
と
考

え
て
い
る
の
か
。

答　

適
切
な
管
理
を
国
に
働
き
か
け

る
。

いっぱん質問

町
長
の
目
指
す
町
の
未
来
は
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
走
る
緑
の
街
・
川
島
。

風疹予防ワクチン接種

問　

平
成
30
年
10
月
４
日
に
２
期
目

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
長
の
決

意
は
。

答　

昭
和
52
年
「
川
島
町
ス
ポ
ー
ツ

都
市
宣
言
」、
平
成
４
年
の
「
生
涯

学
習
推
進
の
ま
ち
宣
言
」
の
精
神
を

踏
ま
え
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
生
涯
学
習
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
充

実
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
、Ａ
Ｉ
社
会
な
ど
変
化
の
激
し

い
社
会
を
生
き
抜
く
子
ど
も
達
を
育

て
る
た
め
、
自
分
の
頭
で
考
え
行
動

し
、
問
題
を
解
決
で
き
る
質
の
高
い

学
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
卓
越
し
た

指
導
力
を
持
つ
教
員
を
育
成
し
ま
す
。

ま
た
、
川
島
ら
し
い
小
中
一
貫
教
育

の
在
り
方
を
明
確
に
し
て
い
き
ま
す
。

問　

公
共
工
事
の
平
準
化
の
効
果
は
、

仕
事
量
の
偏
り
を
解
消
し
、
工
事
量

の
安
定
を
も
た
ら
す
こ
と
で
す
。
人

材
確
保
や
、
建
設
業
界
の
経
営
の
健

全
化
や
労
働
者
の
処
遇
改
善
に
な
り

ま
す
。
町
で
の
公
共
工
事
の
現
状
は
。

答　

事
業
の
計
画
的
な
発
注
や
前
年

度
に
設
計
積
算
を
完
了
さ
せ
て
、
早

期
発
注
で
平
準
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
適
正
な
工
期
設
定
も
請
負
業

者
指
名
委
員
会
で
、
促
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。

問　

風
疹
患
者
数
が
例
年
の
20
倍
増

え
た
事
に
よ
る
町
で
の
対
応
は
。

答　

妊
婦
が
風
疹
に
感
染
す
る
と
先

天
性
風
疹
症
候
群
の
お
子
さ
ん
が
産

ま
れ
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
た
め
、

11
月
26
日
よ
り
、
風
疹
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種
助
成
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

助
成
額
は
、
１
回
一
人
３
０
０
０
円

で
す
。

中
村
教
育
長
２
期
目
の
決
意
は
。

生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

充
実
と
、
学
力
向
上
等
の
推
進
。

宇都宮市と芳賀町をつなぐＬＲＴ い い の やて つい い の やて つ

飯 野　　徹 也飯 野　　徹 也

あ ら い こえ つあ ら い こえ つ

新 井　　悦 子新 井　　悦 子
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問　

平
成
の
森
公
園
と
そ
の
周
辺
環

境
は
い
つ
、
ど
の
様
に
出
て
き
た
か
。

答　

昭
和
63
年
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

の
一
環
と
し
て
、
平
成
元
年
計
画
決

定
さ
れ
、
総
額
27
億
１
千
万
円
で
平

成
８
年
４
月
に
供
用
開
始
と
な
り
、

完
成
か
ら
22
年
以
上
が
経
ち
病
院
の

建
設
や
役
場
本
庁
舎
移
転
に
よ
り
様

変
わ
り
を
し
て
い
ま
す
。

問　

公
園
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
考

え
は
。

答　

老
朽
化
し
た
公
園
施
設
の
改
修

時
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考

え
で
実
施
し
ま
す
。

問　

駐
車
場
の
考
え
は
。
開
園
時
と

の
違
い
は
。

答　

イ
ベ
ン
ト
時
に
は
不
足
で
、
周

辺
の
駐
車
場
を
借
用
し
、
対
応
し
て

い
ま
す
。

問　

他
市
町
村
の
園
児
た
ち
が
来
園

し
、
バ
ス
が
公
園
南
側
道
路
に
駐
停

車
し
て
い
ま
す
が
、
町
の
対
応
は
。

答　

い
こ
い
の
広
場
、
川
中
北
側
の
駐

車
場
へ
の
指
導
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問　

平
成
の
森
病
院
西
側
か
ら
川
中

正
門
の
間
の
町
道
２
ー
16
号
の
拡
幅

の
考
え
は
。

答　

平
成
の
森
公
園
の
位
置
づ
け
を

一
か
ら
よ
く
考
え
て
、
周
辺
の
土
地

利
用
、
ま
た
交
通
ア
ク
セ
ス
も
見
直

し
た
中
で
検
討
し
ま
す
。

問　

川
島
町
土
地
改
良
区
と
町
は
、
消

防
水
利
と
し
て
防
災
協
定
の
考
え
は
。

答　

自
然
水
利
は
有
効
な
資
源
で

す
。
今
後
川
島
町
土
地
改
良
区
と
協

議
し
ま
す
。

問　

合
同
就
職
面
接
会
の
結
果
は
。

答　

町
内
事
業
者
16
社
が
参
加
し
、

求
職
者
55
名
で
、
23
名
採
用
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
雇
用
の
場
の
創
出

に
努
め
ま
す
。

■
山
梨
県
身
延
町
の
議
会
活
性
化

　

身
延
町
議
会
は
、
議
会
の
活
動
原

則
を
、①
公
正
性
・
透
明
性
を
確
保
し
、

町
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
。

②
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、

町
政
に
反
映
さ
せ
る
議
会
に
努
め
る
。

③
町
民
参
加
の
意
欲
を
高
め
る
議
会

運
営
を
行
う
。
の
３
つ
を
柱
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
３
つ
を
達
成
さ
せ
る
た
め
の

取
り
組
み
と
し
て
、
議
員
全
員
に
よ

る
議
会
報
告
会
の
開
催
や
、
各
種
団

体
と
の
意
見
交
換
会
の
実
施
、
議
会

報
の
充
実
、
議
会
基
本
条
例
の
制
定

に
向
け
て
の
活
動
等
、
議
会
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

■
神
奈
川
県
大
井
町
の
議
会
活
性
化

　

大
井
町
議
会
は
、
円
滑
な
議
会
運

営
を
導
く
た
め
、
平
成
20
年
９
月
に

議
会
基
本
条
例
を
議
会
で
可
決
し
制

定
し
ま
し
た
。
議
会
基
本
条
例
は
、

議
会
運
営
及
び
議
員
活
動
の
基
本
的

事
項
を
定
め
、
議
会
の
行
政
監
視
機

能
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
町
の

将
来
像
や
課
題
に
対
し
、
町
民
の
意

思
を
的
確
に
反
映
で
き
る
議
会
を
確

立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
大
井
町
議
会
で
は
、
議

会
基
本
条
例
を
制
定
し
て
円
滑
な
議

会
運
営
の
確
立
や
、
議
会
報
告
会
や

中
学
生
議
会
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、

議
会
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

■
委
員
長
の
所
感

　

川
島
町
議
会
に
お
い
て
も
、
町
民

の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
に
、
各
常

任
委
員
会
の
所
管
す
る
関
係
団
体
と

の
意
見
交
換
会
や
、
公
正
性
・
透
明

性
を
確
保
す
る
た
め
の
議
会
動
画
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
、
地
方
自
治

へ
の
関
心
、
選
挙
年
齢
の
引
き
下
げ

等
を
勘
案
し
た
中
学
生
議
会
の
開
催

な
ど
、
今
後
こ
の
研
修
を
参
考
と
し

て
、
議
会
運
営
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

一大リニューアルに

平
成
の
森
公
園
と
周
辺
環
境
は
。

公
園
の
位
置
づ
け
を
考
え

一
大
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
た
い
。

き く ち あ きと しき く ち あ きと し

菊 地　　敏 昭菊 地　　敏 昭

身延町での研修

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察
報
告

議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察
報
告

平
成
30
年
10
月
25
・
26
日
　
山
梨
県
身
延
町
・
神
奈
川
県
大
井
町



ＴＥＬ ： ２９９-１７５９（直通）
「川島町議会だより」に対する感想や、ご意見・ご要望が
ありましたら議会事務局までご連絡ください。

　

ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
時
代
最
後
の
お
正
月
も
天
候
に

恵
ま
れ
、
穏
や
か
な
新
春
を
迎
え
る
事

が
で
き
た
と
存
じ
ま
す
。

　

今
回
は
、
表
紙
写
真
の
背
景
を
新
春

ら
し
く
梅
で
彩
っ
て
み
ま
し
た
。

　

さ
て
、
当
委
員
会
で
は
、
議
会
だ
よ

り
を
年
間
４
回
の
発
行
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
よ
り
一
層
解
り

易
く
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
願
い
を

込
め
、
№
１
２
１
号
（
４
月
発
行
分
）

よ
り
全
紙
面
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ

て
か
ら
１
ク
ー
ル
が
経
過
致
し
ま
し

た
。

　

今
の
編
集
委
員
で
発
行
さ
せ
て
い
た

だ
く
の
は
次
号
で
最
終
と
な
り
ま
す

が
、
皆
様
の
励
み
の
言
葉
を
糧
に
最
後

ま
で
し
っ
か
り
と
努
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

（
爲
水
）

表

紙

解

説

○お問い合わせ　議会事務局
TEL 049-299-1759（直通）／ FAX 049-297-9346
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３
月
1
日

３
月
1
日

（金）（金）

月11

月1

月12

　

昨
年
末
、
町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
第
39
回
駅
伝
競
走
大
会
が
、
平
成

の
森
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
強
風
と
寒
さ
の
厳
し
い

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
32
チ
ー
ム

総
勢
２
６
０
人
の
選
手
が
参
加
し
、

激
走
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
３
年
生
ま
で
は
、
８
０
０

ｍ
走
に
70
人
の
方
が
参
加
。

　

普
段
、
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
走
り

慣
れ
て
い
ま
す
が
、
駅
伝
競
走
な
の

で
、
チ
ー
ム
力
が
試
さ
れ
る
機
会
で

し
た
。

　

当
日
は
、
日
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
を
指
導
、
援
助
さ
れ
て
い
る
72

名
の
方
々
が
、
運
営
に
協
力
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
　
　

 　

（
写
真
・
文
章
／
栗
岩
）

委
員
長

副
委
員
長

委

員

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

相
談
役

爲　

水　

順　

二

栗　

岩　

輝　

治

遠　

山　
　
　

尚

小　

峯　

松　

治

稲　

村　

美
代
子

松　

原　

謙　

司

森　

田　

敏　

男

議
会
報
編
集
委
員
会

開
会
予
定
で
す
。

次
回
３
月
の
定
例
会

生涯学習町民ふれあいフェスティバル

議会運営委員会

全員協議会

農業商工祭

12月定例会

全員協議会

議会報編集委員会

議会報編集委員会

消防出初式

議会報編集委員会

成人式

川島町賀詞交歓会

３日

２２日

　２３日

３０日～7日

　　７日

　２１日

５日

８日

１３日

２４日

　

第
３
回
定
例
会
が
平
成
30
年
10
月
２
日

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
ま
し
た
議
案
は
、
議
案
第
10

号
、
議
案
第
11
号
の
２
件
で
す
。

　

議
案
審
議
の
前
に
、
閉
会
中
の
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
た
消
防
庁
舎
及
び
訓
練
施

設
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
委
員
長
よ

り
、
審
査
に
つ
い
て
の
経
過
並
び
に
結
果

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
特
別
委
員
会
と
し

て
は
、
今
後
も
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に

決
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
10
号
は
、
平
成
29
年
度
川
越
地

区
消
防
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て
で
す
。

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
53
億

６
２
５
６
万
１
千
円
に
対
す
る
決
算
額

は
、
歳
入
53
億
３
９
６
２
万
１
千
円
、
歳

出
53
億
８
６
５
万
７
千
円
、
歳
入
歳
出
引

差
引
残
額
３
０
９
６
万
４
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。
全
員
賛
成
で
原
案
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
案
第
11
号
は
、
川
越
地
区
消
防
組
合

に
お
い
て
制
定
す
べ
き
条
例
の
う
ち
川
越

市
条
例
を
準
用
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
で

す
。

　

改
正
の
趣
旨
は
、
平
成
31
年
４
月
か
ら

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
組
織
委
員
会
に
本
組
合
職
員
を

派
遣
す
る
に
当
た
り
、
所
要
の
改
正
を
す

る
も
の
で
す
。
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
追
加
議
案
と
し
て
、
同
意
第
１

号
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
が

提
出
さ
れ
、
公
平
委
員
会
委
員　

清
水
昇

氏
が
全
員
賛
成
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
峯
）

川
越
地
区
消
防
組
合
議
会

議会日誌

菊
地　

敏
昭

飯
野　

徹
也

小
峯　

松
治




